
平
成
三
十
年
一
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

二

一

号

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
系
統
接
続
に
係
る
空
容
量
ゼ
ロ
問
題
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

阿

部

知

子

21



再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
系
統
接
続
に
係
る
空
容
量
ゼ
ロ
問
題
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

先
般
提
出
し
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
系
統
接
続
に
係
る
空
容
量
ゼ
ロ
問
題
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対

し
、
平
成
二
十
九
年
六
月
九
日
付
で
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
九
三
第
三
五
一
号
、
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
受
領
し
た

が
、
一
部
の
質
問
に
対
し
て
は
充
分
な
回
答
を
得
ら
れ
た
と
は
言
い
難
く
、
さ
ら
に
新
た
な
事
実
も
判
明
し
た
た
め
、
全
国
で

多
発
す
る
空
容
量
ゼ
ロ
問
題
及
び
接
続
費
用
負
担
問
題
に
対
す
る
政
府
の
認
識
を
改
め
て
問
う
。

一

い
わ
ゆ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
優
先
接
続
規
定
に
つ
い
て
、
答
弁
書
で
は
「
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
は
、
旧
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の

認
定
を
受
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
つ
い
て
電
力
系
統
へ
の
接
続
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
旧
法
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
電
気
事
業
者
に
当
該
接
続
を
義
務
付
け
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
を
他
の
電
源
よ
り
も
優
先
的
に
接
続
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
規
定
で
は
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
平
成
二

十
四
年
一
月
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
資
料
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
優
先
接
続
・
優
先
給
電
ル
ー
ル
等
の
整
備
に

つ
い
て
」
で
は
、
そ
の
資
料
の
表
題
が
示
す
通
り
旧
法
第
五
条
の
規
定
を
い
わ
ゆ
る
優
先
接
続
と
し
て
明
確
に
取
り
扱
っ
て

い
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
改
め
て
い
わ
ゆ
る
優
先
接
続
規
定
に
つ
い
て
伺
う
。

一



�

答
弁
書
は
旧
法
第
五
条
が
い
わ
ゆ
る
優
先
接
続
を
義
務
付
け
る
規
定
で
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
平
成
二
十
四
年
時
点

で
は
政
府
資
料
に
お
い
て
優
先
接
続
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
答
弁
書
に
お
け
る
旧
法
第
五
条
の
解
釈
は
二
十
四
年
時
点

の
も
の
と
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。
ま
た
仮
に
解
釈
変
更
が
為
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
平
成
二
十
四
年

か
ら
平
成
二
十
八
年
に
至
る
ま
で
に
如
何
な
る
理
由
が
あ
っ
て
変
更
さ
れ
た
の
か
、
決
定
日
及
び
具
体
的
な
検
討
・
決
定

プ
ロ
セ
ス
と
併
せ
、
理
由
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
及
び
電
気
事
業
法
の
改
正
前
に
お
け
る
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
以
外
の
電
源
の

接
続
は
、
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
い
た
の
か
。
法
令
及
び
条
文
を
示
さ
れ
た
い
。

�

昨
年
、
東
北
電
力
管
内
で
、
秋
田
県
に
お
い
て
関
西
電
力
と
丸
紅
が
出
力
百
三
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
石
炭
火
力
発
電
所

の
建
設
計
画
を
発
表
し
た
こ
と
で
、
当
該
地
域
の
系
統
接
続
の
空
容
量
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
聞
く
。
こ
の
事
例
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
（
旧
法
）
の
接
続
義
務
規
定
が
電
気
事
業
法
第
十
七
条
第
四
項
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
実
質
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
接
続
優
先
義
務
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
影
響
で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

二

空
容
量
ゼ
ロ
問
題
に
関
し
て
、
九
州
電
力
、
東
北
電
力
管
内
を
は
じ
め
多
く
の
地
域
で
系
統
制
約
に
よ
り
空
容
量
が
ゼ
ロ

二



と
な
る
問
題
が
頻
発
す
る
現
状
が
あ
る
。
だ
が
、
答
弁
書
で
は
個
別
の
事
業
判
断
の
実
態
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
と
あ
る
。

�

適
切
な
電
力
系
統
へ
の
接
続
ル
ー
ル
の
整
備
・
運
用
を
考
え
る
上
で
も
、
ま
ず
は
政
府
と
し
て
実
態
調
査
を
行
い
検
証

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
改
め
て
伺
う
。

�

京
都
大
学
の
安
田
陽
特
任
教
授
、
山
家
公
雄
特
任
教
授
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
空
容
量
が
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
東

北
北
部
エ
リ
ア
の
基
幹
系
統
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
実
潮
流
ベ
ー
ス
で
は
最
大
で
も
約
二
割
の
利
用
率
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。
空
容
量
の
計
算
は
、
欧
州
諸
国
で
は
実
潮
流
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
定
格
容
量
ベ
ー
ス
で
行

わ
れ
て
い
る
。
日
本
も
実
潮
流
ベ
ー
ス
で
の
運
用
に
切
り
替
え
て
い
く
よ
う
、
制
度
設
計
・
運
用
を
行
っ
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

三

昨
年
十
月
、
一
般
社
団
法
人
全
国
ご
当
地
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
が
経
済
産
業
省
に
対
し
て
接
続
費
用
負
担
問
題
等
の
解
決
に

向
け
た
要
請
活
動
を
行
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
要
請
活
動
に
際
し
て
同
協
会
が
実
施
し
た
電
力
系
統
接
続
に
関
す

る
実
態
調
査
（
以
下
、
「
電
力
系
統
接
続
に
関
す
る
実
態
調
査
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
回
答
が
得
ら
れ
た
十
一
件
の
う

ち
十
件
で
、
調
達
価
格
に
お
け
る
接
続
費
用
の
平
均
値
（
太
陽
光
発
電
〇
・
六
三
か
ら
〇
・
七
四
万
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
や

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の
定
め
る
一
般
負
担
上
限
額
（
太
陽
光
発
電
一
・
五
万
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
を
大
き
く
上
回
っ

三



て
い
た
と
い
う
。
電
力
系
統
接
続
に
関
す
る
実
態
調
査
の
中
に
は
、
太
陽
光
発
電
で
百
万
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
、
小
水
力

発
電
で
九
百
万
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
と
い
っ
た
非
常
に
高
額
な
工
事
費
負
担
金
が
請
求
さ
れ
た
案
件
も
見
ら
れ
る
。

�

電
力
系
統
接
続
に
関
す
る
実
態
調
査
等
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
多
額
な
連
系
工
事
費
負
担
金
を
請
求
さ
れ
る
事
例
を
政
府

は
把
握
し
て
い
る
か
。

�

こ
れ
ら
の
事
例
に
限
ら
ず
、
多
額
の
連
系
工
事
費
負
担
金
が
請
求
さ
れ
る
事
例
が
頻
発
し
て
い
る
。
前
回
調
査
が
平
成

二
十
六
年
度
に
お
け
る
系
統
連
系
の
接
続
申
込
に
対
す
る
回
答
状
況
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
政
府
と
し
て
改
め
て
実
態
調
査

を
行
い
、
連
系
工
事
費
負
担
金
の
制
度
の
運
用
及
び
再
整
備
を
含
め
て
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
今
後

は
各
一
般
送
配
電
事
業
者
に
よ
る
報
告
徴
収
の
対
象
と
し
て
連
系
工
事
費
負
担
金
の
実
績
を
求
め
る
と
と
も
に
、
各
一
般

送
配
電
事
業
者
ご
と
に
連
系
工
事
費
負
担
金
と
し
て
要
す
る
費
用
の
平
均
価
格
と
最
高
価
格
の
総
額
及
び
内
訳
等
を
政
府

と
し
て
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

�

接
続
費
用
負
担
問
題
に
関
連
し
て
、
連
系
工
事
費
負
担
金
以
外
に
も
、
工
期
が
十
年
を
上
回
る
こ
と
で
断
念
し
た
案
件

も
数
々
あ
る
と
聞
く
。
電
力
系
統
接
続
に
関
す
る
実
態
調
査
に
お
い
て
も
、
工
期
十
年
以
上
と
い
う
案
件
が
二
件
あ
っ
た

と
承
知
し
て
い
る
。
系
統
接
続
工
事
の
工
期
の
問
題
に
つ
い
て
も
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
把
握
し
て
い
る
場
合

四



は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
政
府
と
し
て
講
じ
る
つ
も
り
か
。

四

接
続
費
用
負
担
問
題
と
調
達
価
格
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
答
弁
書
に
は
「
工
事
費
負
担
金
は
、
個
々
の
設
備
ご
と
の
事
情

に
応
じ
て
金
額
が
異
な
る
が
、
調
達
価
格
は
、
国
民
負
担
の
抑
制
の
観
点
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
よ
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
を
調
達
期
間
に
わ
た
り
安
定
的
に
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
価
格
と
し
て
、
当
該
供
給

が
効
率
的
に
実
施
さ
れ
る
場
合
に
通
常
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
費
用
等
を
基
礎
と
し
て
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
他
方
で
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
平
成
二
十
八
年
十
一
月
に
公
表
し
た
資
料
「
電
源
種
別
（
太
陽

光
・
風
力
）
の
コ
ス
ト
動
向
等
に
つ
い
て
」
の
二
十
三
頁
で
は
、
「
平
成
二
十
八
年
度
の
調
達
価
格
の
算
定
に
当
た
っ
て

は
、
接
続
費
用
の
上
昇
傾
向
や
、
出
力
制
御
対
応
機
器
の
設
置
費
用
の
増
加
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
七
年
度
の
調
達
価
格
の

想
定
値
（
一
・
三
五
万
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
を
据
え
置
い
た
。
」
と
あ
り
、
太
陽
光
発
電
の
接
続
費
用
の
上
昇
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

�

高
額
な
連
系
工
事
費
負
担
金
が
請
求
さ
れ
る
具
体
的
な
事
例
が
徐
々
に
明
る
み
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
な
お
か
つ
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
の
資
料
に
お
い
て
も
接
続
費
用
の
上
昇
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
で
、
答
弁
書
に
あ
る
「
効
率
的
に
実
施
さ
れ

る
場
合
に
通
常
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
費
用
」
は
明
ら
か
に
上
昇
傾
向
に
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
政
府
の
見
解
を
伺

五



う
。

�

も
し
高
騰
す
る
連
系
工
事
費
負
担
金
に
対
し
て
、
何
ら
対
策
が
取
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
発
電
事
業
者
の
負
担
増
加
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
加
え
て
調
達
価
格
の
増
加
等
に
よ
る
国
民
負
担
の
増
大
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

五

答
弁
書
に
お
い
て
、
「
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
で
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
認
可
し
た
業
務
規
程
に
基
づ
き
、
発
電
事

業
者
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
一
般
送
配
電
事
業
者
の
示
し
た
電
力
系
統
の
増
強
に
係
る
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
検
証
し
、

必
要
に
応
じ
て
一
般
送
配
電
事
業
者
に
再
検
討
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
」
と
あ
る
。

�

答
弁
書
の
回
答
は
、
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
が
実
施
す
る
「
苦
情
及
び
相
談
対
応
」
業
務
並
び
に
「
紛
争
解
決
」

業
務
が
該
当
す
る
と
考
え
て
よ
い
か
。

�

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の
報
告
書
「
平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る
苦
情
及
び
相
談
対
応
に
つ
い
て
」
で
は
、
系
統

ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
、
総
数
六
十
四
件
（
前
年
度
か

ら
の
継
続
案
件
九
件
を
含
む
）
の
う
ち
十
六
件
が
該
当
し
た
。
そ
の
う
ち
十
件
程
度
が
連
系
工
事
費
負
担
金
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
だ
と
見
受
け
ら
れ
る
。
他
方
で
、
先
ほ
ど
取
り
上
げ
た
事
例
以
外
に
も
高
額
な
連
系
工
事
費
負
担
金
を
要
求
さ

れ
る
事
例
は
複
数
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
接
続
費
用
負
担
問
題
が
全
国
で
多
発
す
る
一
つ
の
要
因
は
、
電
力
広
域
的
運
営

六



推
進
機
関
に
よ
る
「
苦
情
及
び
相
談
対
応
」
を
含
め
た
仲
裁
の
体
制
が
十
分
で
は
な
く
そ
の
役
割
を
果
た
せ
て
い
な
い
か

ら
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

六

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
費
用
の
経
営
合
理
化
に
よ
る
ね
ん
出
に
つ
い

て
、
答
弁
書
に
は
「
一
般
送
配
電
事
業
者
で
あ
る
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
法
令
に
基
づ
き
、

電
力
系
統
の
維
持
や
整
備
を
含
め
て
、
一
般
送
配
電
事
業
を
適
切
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
」
と
あ
る
。
で

は
具
体
的
に
政
府
と
し
て
、
如
何
な
る
基
準
で
損
害
賠
償
・
廃
炉
費
用
と
系
統
整
備
費
用
を
切
り
分
け
、
如
何
に
し
て
東
京

電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
お
よ
び
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
に
対
し
て
指
導
・
監
督
し
て
い
く
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
の
か
。
具
体
的
な
根
拠
や
、
法
令
、
条
文
に
基
づ
い
た
明
確
な
回
答
を
求
め
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


